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  昭和 60 年 （1985） 財団法人兵庫県青少年本部を設立 （兵庫県青少年本部と青少年育成兵庫県民会議を統合） 
       （国際青年年）　　兵庫県立母と子の島 （平成 19 年から 「いえしま自然体験センター」 に改称） を管理運営 （平成 24 年 3 月まで）
　　 　　  　　　　　　　　　兵庫県立東はりま青少年館を管理運営 （平成 20 年 3 月まで）
　　　　　　　　　　　　     兵庫県立西はりま青少年館を管理運営 （平成　9 年 3 月まで）
　　　　　　　　　　　　     兵庫県立兎和野高原野外教育センター を管理運営 （平成 22 年 3 月まで）
　平成  元年 （1989）  こころ豊かな人づくり 500 人委員会の設置
　平成　2 年 （1990）　ふるさと青年協力隊の派遣 （平成 22 年 3 月まで）
  平成　6 年 （1994）  兵庫県立神出学園を管理運営
　  　　　　　　　   　　　  兵庫県立木の殿堂の管理運営 （平成 22 年 3 月まで）
　平成　8 年 （1996）　兵庫県立山の学校を管理運営
  平成 12 年 （2000）　ひょうご青少年憲章の制定 （兵庫県青少年憲章を改訂）
  平成 13 年 （2001）　県民局再編に伴い 9 地方青少年本部及び神戸事務部を設置
　平成 18 年 （2006）　ひょうご出会いサポートセンターを開設
  平成 21 年 （2009）　公益財団法人へ移行 （県下第 1 号）
  

　

　　　　　　　特定非営利活動法人こうべユースネット

　　　　　　　　　常務理事兼事務局長　辻　幸志

　　　　　　　「若者ゆうゆう広場」居場所づくりのこれから
　　　　　　 ～人と人とのつながりから生まれる自己形成の場～

　　　　　　兵庫県青少年本部設立 45 周年にあたり

　　　　　心よりお祝い申し上げます。その長年の青
少年育成活動に取り組まれてきた中で、平成 15 年に
県内 10 箇所からはじめ、現在では 40 を超える「ゆう
ゆう広場」の活動も、今年 10 年の節目の年にあたり
ます。初年度から「ゆうゆう広場」活動に参画し、青
少年と共に居場所とは？を常に意識し考え、現在も活
動を行っていますが、広場活動の着実な増加と併せて、
その存在を多くの方々に知って頂き、その成果として
「青少年の居場所づくり」の活動が 10 年前と比べれば、
認知されてきたことを強く感じます。
　これからの広場活動で大切なことは、必要とされる
機能をしっかりと認識し、青少年のニーズをひろい主
体的な関わりから生まれる居場所づくりと青少年の自
己形成に必要な社会的親・兄弟の存在となる多くの人
材の育成と思います。『第 3の居場所で第 3の大人と
の関わりが次代を担う心豊かな青少年の育成となる』
そのような活動を意識し、より強い横のつながりを持
ち、県内関係者の皆さんで取り組みませんか。
　

　　　　　　   　　「４５周年を迎えて」

　　　　　　　公益財団法人兵庫県青少年本部 45 周

　　　　　　年おめでとうございます。45 年前はア

ポロ 11 号が月面に着陸した年です。また、団塊の世

代が学生運動に熱い思いを傾けた年でもありました。

翌年には大阪万国博覧会が開催され、青少年も将来

への夢が大きく広がっていました。45 年たった今、

社会は急激に変化し、都市化・過疎化、少子・高齢

化社会、情報化社会等青少年を取り巻く環境も大き

く変わってきました。このような時代に、兵庫県青

少年本部は子どもと目線を合わせ、青年と一体とな

って事業を進める一方、社会に対する提言を行い、

青少年の健全な成長に向けて取り組み続けてこられ

ました。これからも青少年の視点に立った活動の推

進を宜しくお願い致します。

   　　　　　       北播磨青少年本部本部長　小林　勝弘

　　　　　　　　       　　「４５周年を迎えて」

  　　　　　　 兵庫県青少年本部が設立されてから
　　　　　　 45 年の歳月が経過したことは、関係者
　　　　　　 のひとりとして誠に喜ばしい限りです。
私自身、昭和 52 年の地方青少年本部設立と同時に東
播磨青少年本部副本部長に就任し、その後本部長を歴
任、平成 13 年の県民局再編後は北播磨青少年本部長
として、36 年余の長きにわたり地方青少年本部の活
動に深く関わってまいりました。その間、時代や社会
の変化は著しく、生命に関わる児童虐待や携帯電話を
使ったいじめ等の問題に見られるように、個人主義の
浸透や人間関係の希薄化が形を変えて社会問題として
顕在化しています。我々が子どもの時には、自然の中
で大勢の子どもたちと群れ遊びながら人間関係の大切
さを学び、おのずと「生きる力」を身につけてきまし
た。屋外で自由に元気はつらつと遊び回れる社会環境
を取り戻すことが何よりも大切ではないかと思います。
今後も、未来を担う青少年の健全育成に息長く取り組
んでいく必要があります。力を合わせて、共に取り組
んでまいりましょう。

          
　　

    

 　　　

  

兵庫県青少年団体連絡協議会

　会長　速水　順一郎

　　　　　 こころ豊かな人づくり 500 人委員神戸 OB 会

　　　　　　　　　　　　　前会長　杉尾　須美子

　　　　　　　　　　　　「生の声の力」
　　　　　　 
　　　　　　　“スマホ””ガラケイ”この小さな薄っ
　　　　　　ぺらな器具での会話？会話ではないので
　　　　　　す。温度がない。熱い血の流れがない。
皆の目線を追うと、一様に下を向いています。お互い
の表情を見ていない。この様子は若者だけでなく、大
人の層にも浸透しています。これは人間＝人と人なの
でしょうか？ロボット集団なのかとゾッとします。
　青少年本部設立の頃は「いじめ」などはありました
が、まだまだ異年齢の者との交流もありました。以後、
ひきこもり・不登校と集団に馴染めない状況が増えて
きました。そこへ先に述べた下向き生活。いつ相手の
顔を視、声を聴き、温かい体温に触れるのでしょうか。
そうは言っても、阪神・淡路大震災以降さまざまな自
然の試練に大人達が打ち拉がれている時に、若者達は
本当に力強く立ち上がってくれました。○○族や不登
校だと言われていた彼らが、本来の人としての想いを
心から発して、出来る事、更にその一歩上の活動を難
なくこなしてくれました。この様な真の力を持った若
者達が「生の声の力」を出して、行動できる“場づく
り”を彼らと共に大人達が築きあげる事が大切だと思
います。それも早急に！！その足掛かりの場づくりを
「500 人委員」が担わなければならないでしょう。















神戸 阪神南 阪神北 東播磨 北播磨 中播磨 西播磨 但馬 丹波 淡路 計 
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